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雨に対して治水効果を予測している o その結果， 6"'" 9 月では治水施設を必要とする状況が生じ得るものの，
他の時期においては治水施設を必要とするほどの危険な状況が生じにくいことを明らかにしている。
(4) 大阪府が治水計画に従って寝屋川流域に設置を予定している浸水対策用大規模貯留施設の利水への活用方策を
提案し，水循環への影響や非特定汚染源対策としての負荷削減効果， ダム新設などの新規水源開発による上水
源確保施策と比較した C02排出負荷削減効果，浸水対策用大規模貯留施設の有効活用度などについて， その
効果を明らかにしている。
以上のように，本論文は治水施設を利水へ‘活用する方策を提案し，施設の有効利用および新規水源確保を図り，あ
わせて既存の環境問題の解決に対して期待される各種効果を検討した論文であり， 21世紀に向けた都市水問題の解決
と水環境工学の発展に寄与するところが大きいo よって，本論文は博士論文として価値があるものと認める o
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